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茎尖頭器と比較して著しく細身であり，かえしも有さな
い。このような形態は，旧石器時代のものとして位置づ
けられる可能性が指摘されており（三好2007），帰属時
期の判断，器種の分類には注意が必要であろう。
　以上，採集資料ではあるが，これまで網羅的に報告さ
れることのなかった直島諸島の直島・荒神島・井島の後
期旧石器時代から縄文時代草創期に帰属すると考えられ
る尖頭器について報告した。特に縄文時代草創期に帰属
すると考えられる有茎尖頭器の新知見の資料が追加さ
れ，当該地域の遺跡分布を検討するうえで基礎資料の一
つとなると考える。
　瀬戸内海には無人島が多く，未だ確認されていない遺
跡も多くあると思われる。今回報告した資料は，山火事
や表土の流失により発見されるに至ったが，瀬戸内海の
島嶼部全体を見ると禿山化した島も多く，既に包含層が
流失し，遺跡自体が消滅した島も多くあると思われ，今
後も注意して見守る必要があろう。
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